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概要
WiMAX用屋外パネルアンテナは、1.8～ 3.x GHzの周波数をカバーし、Cisco CGR 1240およ
び 1120ルータをサポートするように設計されています。このセクションでは、アンテナの仕
様と取り付け手順について説明します。

• WiMAX 1.8 GHzは、1.8～ 1.83 GHzの周波数をカバーするように設計されています
（ANT-1.8-PNL-OUT-N）

• WiMAX 2.5 GHzは、2.3～ 2.7 GHzの周波数をカバーするように設計されています
（ANT-2.X-PNL-OUT-N）

• WiMAX 3.x GHzは、3.3～ 3.8 GHzの周波数をカバーするように設計されています
（ANT-3.X-PNL-OUT-N）
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図 1 :平面パネルWiMAXアンテナ

WiMAX 1.8 GHzの技術仕様
WiMAX 1.8 GHzアンテナの特長は次のとおりです。

•薄型
•壁面取り付け、パイプ取り付け
•屋内および屋外用
•パネル取付型 Nメスコネクタ
•屋外設置用の調整可能な取り付けブラケット

このセクションでは、フラットパネル屋外用WiMAXアンテナの技術情報を一覧表示します。

RF仕様
説明仕様

1.8～ 1.83 GHz周波数

< 1.5VSWR

16 +/- 1 dBi公称利得

22度水平ビーム半値角

22度垂直ビーム半値角

> 20 dBF/B比合計出力

双直線（垂直および水平）または斜め+/- 45度偏波

50オーム公称インピーダンス
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説明仕様

指向性放射パターン

機械仕様

説明仕様

指向性パネル種別

双直線偏波

壁マウントまたはパイプマウント（調整可能なマウントが付属）取り付け形式

屋外環境

Nメス（X 2）終端

36.8 X 36.8 X 4.4 cm（14.5 X 14.5 X 1.75インチ）アンテナサイズ

1.6 kg（3.5ポンド）重量

-40～ 85 °C（-40～ 185 °F）温度範囲（動作時）

20ワット最大入力電力

UL94-V0 ASAレドームレドーム材料

RoHS準拠材質物質規格への適合

WiMAX 2.5 GHzの技術仕様
WiMAX 2.5アンテナパネル屋外 3G指向性パネルアンテナには、次の特徴があります。

•薄型
•壁面取り付け、パイプ取り付け
•屋内および屋外用
•タイプ Nメスコネクタ X 2

このセクションでは、フラットパネル屋外用WiMAXアンテナの技術情報を一覧表示します。

説明仕様

指向性パネル種別

2.3～ 2.7 GHz周波数
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説明仕様

16 dBi（2.3～ 2.4 GHz）

18 dBi（2.4～ 2.7 GHz）

公称利得

双直線（垂直および水平）または斜め +/- 45度偏波

25 W最大入力電力

36.8 X 36.8 X 4.4 cm（14.5 X 14.5 X 1.75インチ）アンテナ

1.6 kg（3.5ポンド）重量

デュアルタイプ Nメスコネクタ

壁面取り付けまたはパイプ取り付け取り付け形式

屋外環境

-40～ 85 °C（-40～ 185 °F）温度範囲（動作時）

指向性放射パターン

放射パターン
フラットパネル屋外用WiMAXアンテナには、方位角放射パターンがあります。
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図 2 :フラットパネルWiMAXアンテナ放射パターン -ローバンド

WiMAX 3.8 GHzの技術仕様
WiMAX 3.8 GHzアンテナの特長は次のとおりです。

•薄型
•壁面取り付け、パイプ取り付け
•屋内および屋外用
•タイプ Nメスコネクタ X 2

このセクションでは、フラットパネル屋外用WiMAXアンテナの技術情報を一覧表示します。

説明仕様

指向性パネル種別

3.3～ 3.8 GHz周波数

18 dBi公称利得

双直線（垂直および水平）または斜め +/- 45度偏波

25 W最大入力電力
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説明仕様

36.8 X 36.8 X 4.4 cm（14.5 X 14.5 X 1.75インチ）アンテナサイズ

1.6 kg（3.5ポンド）重量

デュアルタイプ Nメスコネクタ

壁面取り付けまたはパイプ取り付け取り付け形式

屋外環境

-40～ 85 °C（-40～ 185 °F）温度範囲（動作時）

指向性放射パターン

一般的な安全上の注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。 Statement 1071

警告

雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったり

しないでください。 Statement 1001

警告

送電線またはその他の電灯/電力線に近い場所や、これらの回線に接触する可能性のある場所
に、屋外用アンテナを設置しないでください。アンテナを設置するときには、死傷事故のおそ

れがあるので、これらの回線に絶対に接触しないよう十分に注意する必要があります。アンテ

ナの適切な設置およびアース接続の手順については、国および地域の規定を参照してください

（たとえば、NFPA 70、National Electrical Code, Article 810（米国）。Canadian Electrical Code,
Section 54（カナダ）。 Statement 1052

警告

FCCのRadioFrequency（RF;無線周波数）被曝制限値に準拠するため、アンテナは身体から 20
cm（7.9インチ）以上離れた場所に設置してください。 Statement 332

警告

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ
6

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ

一般的な安全上の注意事項



安全を確保し、適切に設置するために、次の安全に関する注意事項を読み、その指示に従って

ください。

（注）

マストマウントまたは建物マウントの設置

次の手順は、大部分のマストマウントまたは建物マウントの設置に共通しています。各アンテ

ナの具体的な取り付け手順については、アンテナのデータシートおよびルータのハードウェア

設置ガイドを参照してください。

•手伝ってくれる人を見つけます。アンテナの設置は、2人で行う作業になる場合がよくあ
ります。

•安全性と性能を念頭に置いて、取り付け場所を決定します。電力線と電話回線は類似して
いることに注意してください。どのような架空線であっても、感電事故の危険性があると

見なすようにします。

•電力会社にお問い合わせください。計画の内容を伝え、提案する設置方法の概要を見ても
らうように依頼します。

•金属製のはしごを使用しない。

•雨の日や風の強い日には作業しない。

•適切な衣服を着用する。靴底とかかと部分がゴム製の靴、ゴム製の手袋、および長袖の
シャツまたはジャケットを着用する。

•組み立て部品が落下しかけた場合は、その場所から離れ、部品をそのまま落としてくださ
い。アンテナ、マスト、ケーブル、金属製の支線は、すべてが電流を非常によく通すた

め、これらの部品のいずれかが電力線にわずかに触れただけでも、アンテナと設置者を経

由する電気回路が形成されます。

•アンテナシステムの一部が電力線に接触した場合は、その部分に触ったり自分で取り除こ
うとしたりしないでください。地域の電力会社に問い合わせて、安全に取り除いてもらい

ます。

•電力線で事故が発生した場合は、すぐに有資格の緊急救助組織に連絡してください。

•設置場所で、新しいアンテナを地面または水平な場所で組み立てます。

•地上でアンテナの同軸ケーブルを接続し、アンテナをマストに取り付けます。

•マストを上げたり外したりするときに、マストが落ちないようにしてください。マストを
持ち上げるときには、耐久性のある非導電ロープを2つの各フットレベルにしっかりと固
定して行ってください。万一マストが落下しそうになった場合に備え、補助者にロープを

持ってもらい、あらゆる危険物（電力線など）を避けるようにマストを引っ張る準備をし

ておきます。

•アンテナに付属の取り付けブラケットを使用します。
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•設置に支線を使用する場合は、次のようにします。

•支線のアンカーボルトを設置します。

•マストを上げる前に、支線の長さを見積もって、切り取っておきます。

•支線止め金具を使用して、マストに支線を取り付けます。

•支線塔（背の高い細いマスト）に設置する場合、支線をアンカーボルトに取り付けて
締め付ける間、少なくとも1人の補助者にマストをまっすぐに立てておいてもらう必
要があります。

•マストの目の高さに「DANGER」ラベルを貼ります。

•アース棒を取り付け、発生しているすべての静電気を除去し、アース線をマストとアース
棒に接続します。予備のパイプ断片ではなく、専用に設計されたアース棒を使用してくだ

さい。

未使用のアンテナポート

未使用のアンテナポートにはポートプラグを取り付ける必要があります。

コネクタの耐候性キャップは、ルータ内部を雨雪、高温、低温、粉塵などの自然環境から保護

します。これらのキャップは、ルータの出荷前に未使用のポートに取り付けられています。

Nコネクタ付きのポートに新しいアンテナを取り付ける場合は、次のようにします。

•シャーシマウントアンテナ：シャーシマウントアンテナを取り付ける前に、耐候性キャッ
プを取り外します。

•外部アンテナ：耐候性キャップを取り外し、サポートされているシスコケーブルをコネク
タに接続します。

最適なRFおよびアンテナ性能を達成するためのガイドラ
イン

アンテナは、ワイヤレス通信システムの重要なコンポーネントです。ワイヤレスリンクの性能

を最適化するには、適切なアンテナ、最適なアンテナの場所、またはアンテナサイトを選択す

ることが不可欠です。

このセクションでは、400～ 7125 MHzの周波数範囲の屋内および屋外用陸上無線システムの
RF性能を最適化するための一般的なヒントについて説明します。陸上無線システムの例には、
4GLTE、5GNR、Wi-Fi、LoRa、LR-WPANなどがあります。このコンテキストでは、GPSSPS
は、信号が別の地上サイトからではなく宇宙から受信されるため、陸上システムとは見なされ

ません。
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無線信号はアンテナから空中を通して送受信されるため、リンクの全体的なRF性能は、RF障
害物や一般的な RF干渉源の影響を受けやすく、システムのスループットが低下したり、飛距
離が短くなる可能性があります。

性能を最適化するには、次のガイドラインに従ってください。疑問がある場合は、有資格の

RF専門家に相談し、具体的な推奨事項についてソリューションパートナーに確認してくださ
い。

アンテナモデルの選択と性能

設置計画にあたって、次の点を考慮してください。

•アンテナを選択するときは、対象の周波数範囲または周波数帯域をカバーしていること、
およびこのアンテナの用途で使用されるすべての周波数範囲に対して、アンテナ効率、

VSWR、適切な放射パターンなどのRFパラメータが良好であることを確認してください。

•アンテナパターンは重要です。無指向性アンテナは利得が低くなりますが、すべての方位
角でデバイスと通信できます。指向性アンテナはビームを特定の方向に集中させるため、

二点間通信に最適です。

• 4G LTE、5G NR、またはWi-Fiの場合のように、システムに送受信用の複数の RFポート
がある場合、コスト削減のために単一のポートまたは単一のアンテナに依存するのではな

く、すべてのRFポートに適切なアンテナを実装してMIMOを活用することを強くお勧め
します。MIMOの利点の詳細については、MIMOセクションを参照してください。

•複数の RFポートや、LTE、Wi-Fi、GPSなどの複数の RF規格をサポートする RFシステ
ムの場合、複数のアンテナを同じレドーム（カバー）の下に統合する多素子アンテナの使

用を検討してください。そうすることで、RFポートごとに個別のシングルポートアンテ
ナを展開して取り付ける場合と比較して、コストを削減できる可能性があります。

•メッシュノードやポイントツーポイントバックホールリンクなどの固定インフラストラ
クチャデバイス間の通信では、各デバイスで同じ偏波のアンテナを使用する必要がありま

す。ランダムな方向を向いている可能性のあるモバイルデバイスと通信する場合は、垂直

と水平の両方、または +45°および -45°の斜め偏波の素子を持つアンテナなど、二重偏波
アンテナを検討してください。

アンテナの環境仕様

選択したアンテナは、配置される環境に適した機械的仕様および環境仕様を備えている必要が

あります。たとえば、運輸業向けの衝撃および振動仕様、海運業および石油天然ガス産業向け

の耐腐食性構造、または屋外展開向けの IP保護等級（防水防塵）などです。屋内用アンテナ
は、通常、過酷な産業環境には適していません。アプリケーションの環境要件については、シ

ステムインテグレータにお問い合わせください。

アンテナの付属品と取り付け

設置計画にあたって、次の点を考慮してください。

•アンテナ以外に、RFケーブル、避雷器、RFアダプタなど、どのような種類の RFアクセ
サリが設置時に必要になるかを慎重に検討してください。RF信号がケーブルで損失する
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ため、長い RFケーブルを引き回すことは最小限に抑えることが最善です。細い RFケー
ブルは RF損失が大きく、太いケーブルは柔軟性が低く高価です。

•アンテナの選択に影響する可能性があるため、アンテナを物理的にどのように取り付ける
かを慎重に検討してください。たとえば、スタッドマウントの機械的取り付け設計のアン

テナは、マストマウントアンテナよりも、電気キャビネットの上部への取り付けに適して

います。

•屋外に設置する場合は、アンテナの取り付け手順に従ってください。インターフェイスが
嵌合するまで、無線の RFポート、およびアンテナまたはアクセサリの RFポートに保護
カバーを付けたままにしておくことをお勧めします。これにより、コネクタ内部の汚染、

水の閉じ込め、結露、または RFインターフェイスへの偶発的な損傷の可能性が減少しま
す。

MIMOの性能とアレイ

MIMOシステムは、単一アンテナシステムと比較して、より高い SNR、より高い信頼性、よ
り高いスループットという利点を提供します。より専門的に言えば、MIMOは単一アンテナと
比較して、アレイ利得、ダイバーシティ利得、および多重化利得を提供します。

•アレイ利得：複数のアンテナからの信号をコヒーレントに結合することによるSNR（信号
対雑音比）の改善。たとえば、ビームフォーミング技術による SNRの向上です。

•ダイバーシティ利得：ディープフェージング、つまり強力な破壊的EM波干渉を軽減する
ことによる信頼性の向上。たとえば、2アンテナシステムでは、ある瞬間に 1つのアンテ
ナが電磁波の破壊的なヌル点に位置していることが原因でディープフェードが発生してい

る場合、他のアンテナが同じ瞬間にヌル点にある可能性は低く、結合された SNRは信頼
できるレベルに維持されます。これとは対照的に、単一のアンテナでは、良好な SNRと
非常に低い SNRの間で SNRが揺れ動き、信頼性が低下します。

•多重化利得：独立したデータを複数の空間ストリームで同時に送信することによる、シス
テム容量またはスループットの向上。ストリームの数は、アンテナの数を超えることはで

きません。たとえば、3つの空間ストリームをサポートするには、少なくとも 3つのアン
テナが必要です。4x4:3または 3つの空間ストリームを使用する 4x4 MIMOの場合など、
ダイバーシティまたは冗長性のためにアンテナが追加されることがよくあります。

MIMOシステムに複数の単一素子アンテナをアレイとして配置する場合は、アンテナ間に十分
な間隔を確保してください。無指向性素子は、通常、最低動作周波数で少なくとも1波長離す
必要があります。

次の点に注意してください。

• 2.4、5、および/または 6 GHz帯域で動作するWi-Fiシステムの場合、素子を 12.5 cm（5イ
ンチ）以上離します。

•最低動作周波数が 617 MHzの 4G LTEおよび 5Gシステムの場合、素子を 50 cm（20イン
チ）以上離します。

•多素子MIMOアンテナ内の素子の間隔は、多くの場合 1波長未満であることに注意して
ください。ただし、多素子アンテナは、MIMO素子間のパターン、偏波、および分離を通
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じてアンテナダイバーシティを提供してMIMOの性能を得ることを念頭に、設計されて
います。

アンテナの敷地と位置

設置計画にあたって、次の点を考慮してください。

•事前にアンテナの位置を計画します。アンテナは、通信しようとしている相手のLOS（見
通し線）内に配置することが理想的です。LOS条件下では、信号は2つの通信ノード間を
直接伝搬し、壁や他の構造で跳ね返って相手に到達する信号に依存しません。これは実際

には実現不可能な場合もありますが、アンテナの位置を最適化する際に覚えておくと便利

です。

• RFケーブルを短くするのは良いことですが、最も望ましいのは、アンテナを最適な場所
に配置して、必要なカバレッジを提供することです。

•複雑な都市または産業地形全体で相互に通信する複数のユニットを含む大規模展開の場合
は、RF伝搬のモデリング調査を実行して、シミュレートされたおおよそのカバレッジマッ
プを予測し、ユニットの初期配置を決定することを検討してください。伝播調査を行うこ

とで、インフラストラクチャを物理的に設置する前に RFカバレッジの問題を発見して軽
減できるため、全体的な導入コストの削減に役立つ場合があります。

•ヒーターやエアコン用ダクトなどの金属製障害物、大型の天井トラス、建物の上部構造、
主要な電力ケーブル配線の近くにアンテナを配置しないでください。1つの例外は、アン
テナがグランドプレーンに取り付けられるように設計されている場合です。グランドプ

レーンに取り付ける場合は、アンテナを隣接する障害物から離れた平らな金属面に取り付

けます。

•ルータまたはアクセスポイント（AP）がアンテナを直接取り付けられる特別設計でない
限り、アンテナをルータまたはアクセスポイント（AP）に直接取り付けることはしない
でください。アンテナを直接取り付けるように設計された製品は、特に以下の各問題に対

処しています。

•アンテナをルータから離して取り付ける理由は次のとおりです。

•ルータの場所は、アンテナが相手とワイヤレスで通信するのに最適な場所ではない場
合があるため、ルータとアンテナを別の場所に配置する必要がある場合があります。

•ルータの周囲ではイーサネットケーブルや電源ケーブルが乱雑に取り回されているこ
とがあり、これが原因となってアンテナ信号が妨げられる場合があります。

• IR1835などの多くのルータはモジュール式で、WP-WIFI6、P-LTEAP18-GL、P-5GS6-GL
などのWi-Fi、4G LTE、または 5G NR用のプラグイン RFモジュールがあります。こ
れらのモジュールには RFコネクタが近接して配置されています。4つまたは 5つの
アンテナを直接接続して取り付けることは技術的には可能ですが、近接したアンテナ

間の相互離調により、アンテナの RF性能が大幅に低下します。モジュラーケースで
は、アンテナをシャーシから離して設置することを強くお勧めします。

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ
11

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ

最適な RFおよびアンテナ性能を達成するためのガイドライン



•アンテナを屋内に設置する場合、建物の建築部材の密度および電磁特性によって、信号が
妥当なカバレッジを維持しながら通過できる壁の枚数が決まることを考慮してください。

•紙製およびビニール製の壁は、信号の透過にほぼ影響を与えません。

•中空でないプレキャストコンクリート製の壁の場合、カバレッジを減少せずに電波が
透過できる壁の枚数は、1～ 2枚です。

•コンクリート製およびウッドブロック製の壁の場合、信号が透過できる壁の枚数は、
3～ 4枚です。

•乾式壁の場合、信号が透過できる壁の枚数は、5～ 6枚です。

•厚い金属製の壁は信号を反射するため、信号の透過率が低くなります。

•間隔が 2.5 cm～ 3.8 cm（1～ 1.5インチ）のチェーンリンクフェンスまたは金網は、
ハーモニックリフレクタとして機能し、2.4 Ghz無線信号をブロックします。

•アンテナは、電子レンジや2GHzのコードレス電話から離して取り付けます。これら
の製品は、アンテナの接続先のデバイスと同じ周波数範囲で動作するため、信号の干

渉が発生する可能性があります。

アンテナの設置
アンテナの設置には、次の手順が含まれます。

必要な工具と機材

アンテナをルータに取り付けるには、アンテナキットに含まれる部品に加えて、次の工具を用

意する必要があります。

•マイナスドライバ
• 3/4インチのスパナ
• N（m）～ N（m）コネクタ付きの LMR-400-DB RF同軸ケーブル
•同軸シール

このリストには、アンテナを設置しようとしているタワー、マスト、またはその他の構造を組

み立てて設置するために必要な工具と機材は含まれていません。

（注）

アンテナの設置

アンテナを取り付けるには、次の手順を実行してください。
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ステップ 1 お好きなマウント構成を選択してください。

コネクタのタイプ、位置、数量は、表示されているものと異なる場合があります。次の図の

アイテム 1は、水抜き穴の位置を示します。
（注）

ステップ 2 2組の平座金、ばね座金、六角ナットを使用して、アンテナ取り付けブラケットをアンテナの背面に取り
付けます。ナットを 6.2 Nm（55 in-lbf）の定格トルクで締め付けます。

図 3 :アンテナ詳細

1/4”-20六角ナット1

1/4”20ばね座金2

1/4”-20平座金3
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アンテナ取り付けブラケッ

ト

4

ステップ 3 2組の根角ボルト、平座金、ばね座金、および六角ナットを使用して、仰角調整ブラケットを取り付けブ
ラケットに取り付けます。根角ボルトの四角形の穴が内側に来るようにボルトを配置します。完全には

締め付けないでください。ブラケットが自由に動くようにします。

1/4”-20六角ナット1

1/4”-20ばね座金2

1/4”-20平座金3

仰角調整ブラケット4

アンテナ取り付けブラケッ

ト

5

1/4”-20x3/4根角ボルト6

ステップ 4 フランジをパイプから離した状態で、方位角調整（パイプ）ブラケットをパイプに対して配置します。

まず、バンドクランプをパイプの周りに巻き付け、次に 2つの穴に通して、各ブラケットをパイプに固
定します。最大定格トルクまで締め付けます。
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方位角調整ブラケッ

ト

1

パイプクランプ2

ステップ 5 設置した方位角調整ブラケットに、アンテナアセンブリを取り付けます。（アンテナの）仰角調整ブラ

ケットの 2つのフランジのそれぞれを、方位角（パイプ）ブラケットのフランジの上に配置します。
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図 4 :アンテナの取り付け

1/4”-20x3/4根角ボル
ト

1

1/4”-20ばね座金2

1/4”-20平座金3

仰角調整ブラケット4

仰角調整ブラケット5

1/4”-20六角ナット6

ステップ 6 目的の方位角と仰角に調整します。すべてのナットとボルトを定格トルク 55 in-lbfで締め付けます。

ステップ 7 避雷器をルータに取り付けます。

ステップ 8 LMR-400（オス）ケーブルの端をアンテナパネルの背面にある 2つのレセプタクルに接続して、2本の
RFケーブルをアンテナに接続します。
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図 5 :ケーブルの接続

避雷器1

Nコネクタ：6～ 7フィートポンド（8.1～ 9.5 Nm）のトルク2

プラグ：6～ 7フィートポンド（8.1～ 9.5 Nm）のトルク3

ポートには、アンテナ、コネクタ、またはプラグのいずれかが取り付けられている必要があります。4

ステップ 9 コネクタの接合部に耐候性シーリングテープ（同軸シール）を使用して、ルータとアンテナ背面のケー

ブル接続を封止します。アンテナコネクタの上部から巻き始め、コネクタ接合部の中心から約 2インチ
下の部分まで下方に 3回巻き付けてから、アンテナコネクタの上部までさらに 3回巻き付けます。

ステップ 10 ケーブルのルータ側をルータに接続します。

ルータへのアンテナの接続
ケーブルのルータ側をデバイスに接続するには、取り付けるハードウェアのモデルに該当する

ハードウェアの取り付け手順を参照してください。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ
17

WiMAX 1.8、2.5、および 3.8 GHz用の屋外パネルアンテナ

ルータへのアンテナの接続

https://www.cisco.com/offer/subscribe


•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、CiscoServices [英語]にアクセスし
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およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

Ciscoバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理する Ciscoバグ追跡システムへのゲートウェイとして機能する、Webベースのツール
です。BSTは、製品とソフトウェアに関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。

シスコサポートコミュニティ

シスコサポートコミュニティは、ユーザが質問を投稿したり、質問に回答したり、またおす
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